
国際農業研究成果情報 No.5, 1997 (平成9年度）

19. マレイシアにおけるハイブリッド稲の開発とその利用

〔要約〕 マレイシアでハイブリッド稲を利用する上で問題とされてきた、採種に使う細胞質雄性不稔

の稔性の転換の問題を解決した。また、高い収量性を示すハイブリッド稲組合わせを見つけ出した。
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〔背景・ねらい〕

マレイシアのコメの自給率は約70%で、不足分はタ イ等からの輸入に頼っている。中国に続きインドで

もハイブリッド稲が実用化され、マレイシアでもその実用化に対する要望が高まっている。しか し、ハイ

ブリッド稲種子の採種に使う細胞質雄性不稔が可稔化する ことや、移植より播種量の多い直播が広く行わ

れている等の理由で研究は進展 していなかった。そこで本研究では、これらの問題を解決し、マ レイシア

の水稲の生産性を向上 し得るハイブリッド稲を開発する ことをめざした。

〔成果の内容•特徴〕

1. 隔離条件下では細胞質雄性稔性の稔性の転換は起こらず、自生イネの混入等を勘違いしたものと思わ

れる（図 1)。従って、マレイシアでも既存の細胞質雄性不稔系統を使ったハイブリッド稲の採種を問

題なく行うことができる。

2. 400点を超えるハイブリッド稲の組合せについて収量試験を行い、マレイシアの主要品種である MR

84より常に20%高い収量を示し、しかも生育期間の短い IR69690HとIR69694Hを見出 した。マレイシ

アの細胞質雄性不稔系統と国際稲研究所の稔性回復系統とのハイブリッド稲の組合わせにも有望である

（図 2)。

3. 直播 ・低播種量でのハイブリッド稲の収量性は、紋枯病と倒状の多発により、移植条件下に比べ、そ

れほど高くなかった。ハイブリッド稲は初期生育が優れていることが知られているが、 Echinochloa属

との競争性が一般品種より勝る ことはなかった（図 3)。従って、ハイブリッド稲の高い種子コス トを

補うため、播種量を減らした直播を行うことは実用的でないと考えられた。

これらのハイブリッド稲は直播では適さないが、田植により実用化可能と示唆された。

〔成果の活用面・留意点〕

ハイブリッド稲の開発を続けるには、国際稲研究所との協力の下に継続的な収量試験を行い、優れたハ

イブリッド稲を選抜する必要がある。採種は農業省 (DOA)等で行い、播種量を減らすため田植え機を

使って栽培するのが最も容易なハイブリッ ド稲の利用法であると考えられる。マレイシア農業開発研究

所、ムダ農業開発庁 (MADA)、農業省を対象としたハイブリッド稲集中コース、セミナー等で以上の内

容の提案を行った（図 4)。
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〔具体的データ〕

図1 隔離条件下で継代採種した細胞質雄性不稔

（可稔への転換は起こらない）

図3 Echinochloa属の種子を混播したハイブリ ッド稲直播き

収量試験

図2 収量の高い早生ハイブリ ッド稲

｀
 

図4 MARDI、MADA、DOAを

対象としたハイブリ ッド稲

集中コース
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